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令和７年度 教育施策の方針と重点施策 

 

【はじめに】 

近年、教育改革の必要性が急速に高まっています。児童生徒一人一人の個性や能力に応

じた教育が求められ、従来の画一的な教育からの転換が進んでいます。また、社会の変化

が加速し、キャリアアップを求めた転職が一般化しつつある現代において、生涯にわたっ

て学び続けることも重要になっています。 

日本型学校教育は、学校が学習指導にとどまらず生徒指導においても主要な役割を担っ

て児童生徒の状況を総合的に把握しながら指導を行い、知・徳・体を一体で育んできまし

た。令和３年１月２６日に取りまとめられた中央教育審議会答申では「日本型学校教育が、

世界に誇るべき成果を挙げてくることができたのは、子供たちの学びに対する意欲や関心、

学習習慣等によるものだけでなく、子供のためであればと頑張る教師の献身的な努力によ

るものである」と明言しています。 

一方で、変化する社会の中で、学校教育は様々な課題に直面しています。児童生徒の多

様化や学習意欲の低下と不登校、教員の長時間労働や教員採用試験倍率の低下など、学ぶ

児童生徒と教える教員の双方に課題が顕在化しています。また、少子高齢化や人口減少の

中で学校教育を維持すること自体にも課題が見られ始め、その質の保証のための取組が欠

かせません。さらに、情報化が加速度的に進む Society5.0 時代において求められる力の育

成に関する課題も指摘されています。その上、本来であれば家庭や地域でなすべきことま

でもが学校に委ねられているという現状があり、その結果として学校や教職員の業務範囲

が拡大し、大きな負担となっています。これらのことは、令和６年１２月２５日に行われ

た次期学習指導要領改訂に向けて文部科学大臣が行った中央教育審議会への諮問にも視点

として盛り込まれています。 

こうした状況下で、今回の諮問以前にも国は、令和５年６月に改定した「第４期教育振

興基本計画（計画期間 令和５年度～９年度）」において基本方針として、次の２つを示し

ました。 

⑴ ２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成 

⑵ 日本社会に根差したウェルビーイングの向上 

福岡県では、令和４年３月に「福岡県学校教育振興プラン」を改定し、学校教育振興の

ための施策の基本的な方向性や考え方、重点の施策等を示しました。そこでは、改定の基
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本的な視点として、７点が示されています。 

⑴ ＡＩ等の先端技術の発展を踏まえた「新しい教育様式」への変革 

⑵ ＤＸ・グローバル化・多文化共生等の社会の変化 

⑶ 教育に関する科学的知見と実証の重視 

⑷ 学習者の多様化や学習要求の個別化への対応 

⑸ 「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた地域と一体となった学校づくり 

⑹ 持続可能な新しい業務遂行の在り方 

⑺ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成 

これらを受け、本市では、第６次田川市総合計画、各年更新する本教育施策方針に基づ

き、課題解決に向けた様々な施策を展開しています。グローバル化や予測困難な時代だか

らこそ、「ふるさと田川」を誇りに思い、近未来の「ふるさと」を創る子どもたちには、新

しい時代に必要不可欠な教育ＤＸや英語教育等を加速させ、更に充実を図ることで新たな

時代の学校教育を展開したいと考えています。 

さらに、国の「教育振興基本計画」で掲げられた、「自立・協働・創造」の３つの方向性

を実現させるための「生涯学習社会の構築」を目指すという理念を継承しながら、

Society5.0 時代を見据えた取組を進める必要があります。市民一人一人が自分の良さや可

能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、持続可能な社会

の創り手となることができるように、資質・能力を育成することが必要です。 

 

本市の状況に目を向けると、学校教育では、学びの自律化・個別最適化の実践的研究が

進みました。指導助言をいただく専門家から「田川市は、先進地視察の必要はなく、自給

自足でいけます」との評価を受けています。 

田川東中学校及び田川西中学校は、令和５年４月の開校から２年が経過しました。田川

市新中学校創設基本計画の目標達成のため、全教職員が団結して生徒主体の学校運営に取

り組んでいます。自分たちの力で社会（学校）を良くしようとしたり、自分の将来像を描

きそれに向けて努力しようとしたりする志のある生徒が育っています。しかし、人間関係

のトラブルや集団になじめずに不登校になるといった課題や生徒指導上の課題も依然とし

てあります。これからも、「信頼関係を土台にして」生徒一人一人に対して丁寧に向き合い、

教育相談の実施や関係機関との連携を図るとともに自ら学ぶ「主体性の育成」に向け少人

数授業やデジタル技術もいかした学びの自律化・個別最適化の一層の充実を図ります。さ
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らに、教職員の業務範囲縮小の観点から部活動の地域連携について取組を進めます。 

一方、小学校を含む学力向上の面では、学力ステップアップ推進事業（「徹底反復学習」

「英語教育」「教育ＤＸ」）の成果として、学力調査で全国平均を上回る学校が現れていま

すが、中学校同様、自ら学ぶ「主体性の育成」に向け、デジタル技術もいかした学びの自

律化・個別最適化の一層の充実を図ります。さらに、教職員の業務範囲縮小の観点から業

務のＤＸ化について取組を進めます。 

しかし、小学校・中学校ともに、増加する不登校に対して支援の充実が必要です。 

さらに、小学校・中学校ともに、学校運営協議会が全ての箇所で発足し、学校・家庭・

地域の関係者が目標や課題を共有し、学校の教育方針の決定や教育活動の実践に地域のニ

ーズを反映させるとともに、地域ならではの創意や工夫をいかした特色ある学校づくりを

進めることができるようになりました。 

また、人権問題に関する教職員意識調査において、本市教職員の人権意識は、県調査と

比較して７ポイント高いことに象徴されるように、児童生徒に寄り添い、共に歩もうとす

る教職員がいることも本市の強みです。ただ、この調査は、令和元年度に実施し、６年が

経過しているため、今年度中に本市調査を実施する必要があります。 

 

社会教育では、令和５年度に引き続き６年度は様々な行事がコロナ禍前の形で開催でき

るようになりました。 

学習振興分野においては、トコナツキッズ等の地域活動事業や子どもカルタ大会等の子

ども会育成関連事業、地域学校協働活動（放課後子どもチャレンジ教室）及び家庭教育講

座が、人権教育分野においては、田川市人権・同和教育中央講座、なるほど人権セミナー

等の集合型講座、人権フェスタ in たがわが開催され、多くの参加者にとって学びの場とな

っています。 

また、社会体育施設運営事業では、市民プールが地域の夏季レジャー施設として認知さ

れ４万９千人を超える来場者でにぎわいました。市民プールは、バリアフリートイレを増

設したことで共生社会実現の一助となっています。 

文化事業では、芸術文化体験事業、子ども音楽祭等を開催することができました。また、

石炭・歴史博物館では、情報通信技術が急速に発達している現状を捉え、インターネット

上の仮想的な空間で、作品、資料などをリアルに体験できる３Ｄデジタルツインを導入し

ました。 
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今後は、人口減少や高齢化をはじめとする多様な課題の顕在化に伴い、国の「第４期教

育振興基本計画」の２つの基本方針である、「２０４０年以降の社会を見据えた持続可能な

社会の創り手の育成」、「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」の実現のため、社

会教育はこれまで以上に役割を果たすことが期待されています。そこで、住民の主体的な

参画による持続可能な社会づくり、地域づくりに向けて、一人一人の生涯にわたる学びを

支援し、住民相互のつながりの形成を促進することに加え、地域の持続的発展を支える取

組に資する方策を検討します。特に、人と人とのつながりを豊かにする「人権」、昨今どの

地域でも大きな課題となっている「子育て」、人生１００年時代の重要課題であり地域の社

会保障費の効率化にも貢献する「健康」などに関する学びと活動は、重要なテーマとなる

ものと考えられます。 

さらに、その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、真の価値を知り、ものの見方

や考え方を深め、将来に続く意欲を形成することも必要です。 

 

学校教育においても、社会教育においても、課題は多様化しており、行政だけでなく、

様々な人が、目標とビジョンを共有し様々な形で人を育てることを意識する必要性を強く

感じます。全国的に顕在化した教員不足に関わる課題に対しても、同様に皆さんのお力を

いただいて解決したいと考えます。 

 

そこで、令和７年度の教育の基本目標を以下の６点とします。 

～全ての市民に 故郷で生きる喜びと 未来をつくる力を～（２年次） 

◇ 信頼関係を土台にして、多様性を認め合い、一人一人のウェルビーイングを目

指した教育の推進 

◇ 主体的に学び続ける子どもを育てる教育の推進 

◇ 豊かに学べる教育環境の整備・充実 

◇ 子どもから高齢者まで何度でも何歳でも挑戦できる生涯学習環境の整備 

◇ スポーツ活動と芸術文化活動を通じた未来の田川づくりの推進 

◇ 幅広い地域間交流や国際交流・多文化共生の推進 

そして、学校教育の施策目標理念を「全ての子どもの学力・主体性・社会性を伸ばし、

故郷への誇りと愛着とともに一人一人のウェルビーイングを目指した学校・家庭・地域・

行政一体の教育」とし、社会教育の施策目標理念を「子どもから高齢者まで、全ての市民

が学び合い、つながり合い、故郷田川の良さを実感できる教育づくり」とします。 
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 さらに、施策目標理念を達成するための重点を学校教育では、次の２点とします。 

○ 「信頼関係を土台にして」児童生徒の多様性に丁寧に向き合い、教育相談の実施や

関係機関との連携、少人数授業や教育ＤＸを活用した児童生徒主体の授業づくりの一

層の充実を図る。その際、田川東中学校及び田川西中学校校区の小中学校で「目指す

子ども像」「教育内容・方法」を共有化し、小中学校の義務教育９か年で学力・社会

性・個性・郷土愛を育み、伸ばす教育体制づくりを強化する。 

○ 市内全小中学校に保護者・地域住民が学校運営に参加する「学校運営協議会」と、

学校を活用し地域づくりと将来の地域を担う人材育成を目指す「地域学校協働活動」

の充実を図る。 

同様に社会教育では、次の１点とします。 

○ 住民の主体的な参画による持続可能な社会づくり、地域づくりに向けて住民相互の

つながりの形成を促進する学びを強化する。 

今後も「みんなが誇れる教育と文化のまちづくり」「住み続けたい、住みたいまちづく

り」を学校教育・社会教育の連携を強化しながら進めます。 

 

【学校教育】 

１ 学校教育の施策方針 

［目標理念］ 

全ての子どもの学力・主体性・社会性を伸ばし、故郷への誇りと愛着とともに一人一

人のウェルビーイングを目指した学校・家庭・地域・行政一体の教育 

［目指す田川市の学校教育像］ 

◆ 家庭・地域と共に、全ての子どもに学力・体力と居場所を保障する学校 

◆ 家庭・地域と共に、子どもの主体性を伸ばし、故郷への誇りと愛着を育むととも

にウェルビーイングを追求する力を育む学校 

◆ 家庭・地域から信頼される学校 

［目指す田川市の子ども像］ 

～好奇心を持ち、自ら、考え・調べ・判断・表現し、つながり合う子ども～ 

◆ 自分の良さや特性をいかし、自立し、他者と協調し、進んで社会参画する子ども 

 

以上の施策方針の下、令和７年度の学校教育の重点施策として、次の３つの柱を設定
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しました。 

 

２ 学校教育の重点施策  

⑴ 主体性、確かな学力、社会性・人権感覚・豊かな心、郷土愛、健やかな体を育む小

中一貫した学校教育を推進する。 

⑵ ＳＤＧｓの理念の下、「魅力ある学校づくり」に向けて、全ての児童生徒が安全に安

心して学べる教育環境づくりを推進する。 

⑶ 特色ある教育活動と地域との協働教育を推進する。 

 

３ 各重点施策の取組 

⑴ 主体性、確かな学力、社会性・人権感覚・豊かな心、郷土愛、健やかな体を育む小

中一貫した学校教育を推進する。 

ア 市内全小中学校で「学力ステップアップ推進事業」に取り組み、教職員の指導力

向上を図るとともに、全ての子どもたちの主体的に学ぶ力を高める。 

(ア) 市内全小中学校で、「徹底反復学習」「集中速習学習」「学習規律づくり」等の

小中学校で接続した取組を進める。 

(イ) 教職員の授業力と子どもの主体的に学ぶ力を向上させるため、「子どもが主語

になる授業」「英語教育」「教育ＤＸ」等の実践研究を深め、成果を挙げた取組

を市内小中学校に拡げ、実施するというサイクルを確立する。 

(ウ) 学校と家庭が連携して、自分で目標を持ち、計画を立て、「主体的に学習する

力」「自学自習力」を育成する。 

(エ) 家庭でのスマホやゲーム時間を減らす取組（午後８時以降はスマホ・ゲーム

ストップ運動）を各家庭及び校区ＰＴＡ・田川市ＰＴＡ連合会との協働で取り

組み、その検証を行う。 

イ 好奇心を持ち、主体的に考え・調べ・判断・表現し、つながり合う力をもつ児童・

生徒を育成するため、学級活動・児童会活動・生徒会活動等の自治活動を中心に学

校の全教育活動を創意工夫する。 

ウ 「故郷田川」の多様な良さ（ひと・もの・こと）を積極的に取り入れた出会い学 

習・体験活動等を中心に「ふるさと教育」を推進し、豊かな心・郷土愛を育成する。 

エ 学校・家庭・地域・行政一体で、子どもたちの「運動習慣の育成」に取り組む。 
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オ 田川市立学校食育推進委員会を中心に「食育」の推進に努める。 

カ 小中高及び大学・企業等と連携したキャリア教育を推進する。 

キ 部落差別をはじめ、あらゆる人権侵害を許さない確かな人権認識・人権感覚と正

義感・公正さを重んじる心、自然を大切にする心を育むため、人権・同和教育、道

徳教育、環境教育を家庭・地域と連携し、推進する。 

ク 在日外国人や外国にルーツを持つ子どもたちの実態を把握しながら、多様性の尊

重や多文化共生教育を強化する。 

⑵ ＳＤＧｓの理念の下、「魅力ある学校づくり」に向けて、全ての児童生徒が安全に安

心して学べる教育環境づくりを推進する 

ア 全ての子どもが友達と楽しく学習できる誰一人取り残さない「魅力ある学校づく

り」を通して、いじめ・不登校・問題行動等の未然防止に取り組む。 

イ 多様性を認め、早期アプローチを重視した不登校対応を関係機関と連携し実施す

るとともに不登校児童生徒が安全に安心して学べる教育環境づくりを検討する。 

ウ 「田川市いじめ問題対策連絡協議会等条例」「田川市いじめ防止基本方針」を遵守

し、いじめを許さない学校文化を家庭・地域・関係機関と協働で構築する。 

エ 「学校運営協議会」を設置し、学校・保護者・地域住民と連携し、学力・社会性・

主体性・個性を伸ばせる学校づくりを推進する。 

オ 学校運営協議会を設置した学校（コミュニティ・スクール）を基盤とした小中一

貫教育、ふるさと教育を強化する。 

カ 学校施設を適切に維持管理し、子どもたちが安全かつ安心して学べる教育環境の

整備・充実を図る。 

キ おいしく栄養バランスの取れた給食づくりと小中一貫した食育指導を実施する。 

ク 障がいのある児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという

視点に立ち、一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力を高め、生活や学習上の

困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うとともに医療機関・

特別支援学校等との連携を強化する。また、可能な限りインクルーシブ教育を推進

する。 

ケ 教職員の働き方改革を推進し、教職員が子どもたちと向き合う時間を確保し、充

実した教育実践ができる環境づくりに取り組む。 

コ 教職員定数の改善を引き続き国・県に要望する。 



８ 

 

サ 生徒指導等の充実を目指し、教育支援センターの機能の強化に取り組む。 

⑶ 特色ある教育活動と地域との協働教育を推進する。 

ア 学校と地域が目標や課題を共有し、「地域と共にある学校づくり」を進めるために

保護者・地域住民が学校運営に参加する「学校運営協議会」と地域・学校が連携・

協働して活動を行う「地域学校協働活動」の充実を図る。 

イ 社会の変化に対応できる力（情報収集力・活用能力・発信力等）を身に付けるた

め、最先端の情報教育研究者及び学校現場代表等で組織する「田川市教育ＤＸ推進

本部」を中心に行政・学校・まちぐるみで教育ＤＸを推進する。 

ウ 教育行政・福祉行政・福岡県立大学等との連携を強化し、０歳から１８歳まで（乳

幼児期・学齢期・高校）の切れ目のない包括的な支援体制を強化し、全ての子ども

たちの学力・進路保障に取り組む。 

エ グローバル社会の様々な分野で活躍できる人材を育成するため、田川市英語教育

小中一貫プログラムを田川市全体で実践し、コミュニケーション能力・異文化理解

力の向上に努める。 

オ 社会は自分たちで変えられることを実感するために、子どもたちが「特別活動」

や「ふるさと教育」で学んだことをいかしながら、より良い地域づくりへの提言を

行ったり、地域行事等に主体的・積極的に参加したりするように支援する。 

カ 「小一プロブレムの解消」「学力向上」を目指して、幼児教育と小学校教育の接続

（互いの教育目標やスタートカリキュラムの共有化等）を強化する。 

キ 福岡県立大学との連携を強化し、小中学校での学習支援や不登校児童・生徒への

支援、「土曜数学・英語まなび塾」「放課後児童クラブ」への指導・支援、交換留学

生を招いての国際理解教育、教職課程の学生のインターンシップ制度、社会福祉士

の教育実習の受入れ等を行う。 

ク 田川市中学生生徒会サミットの内容を更に工夫・充実させ、市内各中学生同士の

つながりを強化するとともに生徒の自主性・自治力・発信力を伸ばす。 

ケ 子どもたちが「図書館を使った調べる学習コンクール」「夏休み研究展」等を通し

て、自らの「知識・技能」「思考力」「表現力」「追究力」を高めていけるように支援

する。また、「田川市中学生英語スピーチコンテスト」「田川市自由研究プレゼンテ

ーション大会」等の内容充実に取り組む。 

 



９ 

 

 

【社会教育】 

１ 社会教育の施策方針 

［目標理念］ 

子どもから高齢者まで、全ての市民が学び合い、つながり合い、故郷田川の良さを実

感できる教育づくり 

［目指す田川市の社会教育像］ 

～強い絆で結ばれた家庭・地域社会を基盤に～ 

◆ 何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境づくり 

◆ 社会全体で子どもたちの良さ・個性を伸ばす環境づくり 

◆ スポーツ・文化活動を通して生きがいを感じる環境づくり 

◆ 全ての人の人権が尊重される地域社会づくり 

以上の施策方針の下、令和７年度の社会教育における重点施策として、引き続き、次

の７つの柱を設定しました。 

 

２ 社会教育の重点施策 

⑴ 何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

⑵ 強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する。 

⑶ 社会全体で子どもを見守り、一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地域環境づく

りを進める。 

⑷ 全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する。 

⑸ 生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる。 

⑹ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

⑺ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む。 

 

３ 各重点施策の取組 

⑴ 何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる。 

ア 校区活性化協議会を中心に、住民が自ら考え、創意工夫する地域活動を展開し、

活気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指す。 

イ 市民ニーズに応じた学習機会の充実を図る。 



１０ 

 

生涯学習の拠点である市民会館及び地域の公民館を中心に、地域住民の教育・文

化活動や課題解決の場を提供するなど、どこでも学べる生涯学習環境を整える。 

ウ 子どもから高齢者までが利用しやすい「石炭・歴史博物館」「図書館」「美術館」

となるよう充実整備に努める。 

⑵ 強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する。 

ア 地域の公民館や校区活性化協議会の活動を支援することを通して、地域住民の交

流を深め、地域共同体づくりを推進する。 

イ 地域学校協働本部を中心に活動（郷土学習・部活動支援・登下校の見守り・社会

奉仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や校区活性化協議会等と連携して取り組

む。 

ウ 新中学校開設の校区再編成に伴う地域活動活性化事業（校区活性化協議会）を再

構築する。 

エ 学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書館、美術館等が連携して、教育・文化ボ

ランティアや文化・歴史等の地域性をいかした交流企画を推進し、地域や世代を超

えた交流機会の拡大を図る。 

⑶ 社会全体で子どもを見守り、一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地域環境づく

りを進める。 

ア 学校・家庭・地域・行政が子どもの安全確保のための見守りを行うとともに青少

年が地域の一員として、地域活動に参加・貢献できる地域環境づくりに努める。 

イ 学校・行政・関係機関と連携して、子どもが放課後や休日等に安全かつ安心して

過ごすことができる居場所を確保するとともに全ての子どもの良さ・個性を伸ばし、

自主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づくりを推進する。 

ウ 学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携し、家庭の教育力の向上に努める。 

⑷ 全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する。 

ア 学校・地域・行政・関係機関が協働で、互いの違いを認め合い、全ての人が自分

らしく幸せに生活できる「人権のまちづくり」を推進する。 

イ 差別の不合理や醜さを認識し、心の底から差別をなくしたいという意思と実践力

をもつ市民の育成を目指す。 

ウ 「市民一人一人の心に届く教育・啓発」を推進するために人権問題に主体的・積

極的に取り組む行政職員・教職員の育成を目指す。 



１１ 

 

エ 部落問題をはじめ、障がい者・女性・子ども・高齢者・外国人・ハンセン病・性

的指向及び性自認に関する問題等、多様な人権問題についての研修会を実施する。 

⑸ 生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる。 

ア 子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができる場を提供

するとともに、競技人口の拡大に努める。 

イ 学校・家庭・地域と連携して、子どもたちの「運動習慣の育成」及び「体力向上」

に取り組む。 

ウ その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、夢を持ち、それに向かって努力

するきっかけとなる活動の充実に努める。 

エ 指定管理者やスポーツ推進委員と連携し、障がい者スポーツの普及に努める。 

⑹ 豊かな心を育む芸術文化活動を支援する。 

ア 子どもから高齢者までが、優れた芸術文化に触れる機会や自主的な芸術文化活動

を行うことができる環境を整備する。 

イ 学校や文化団体等と連携し、市民の幅広い芸術文化活動の発表や交流を行い、市

民主導の芸術文化活動を支援する。 

ウ 図書館及び美術館の更なる充実を図り、新たな文化との出会いの場を提供する。 

⑺ 歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む。 

ア 田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い分野での調

査研究を行い、その成果を市民に還元する。 

イ 田川の歴史・文化について理解を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史博物館の広

報を積極的に図る。 

ウ 子どもから高齢者までが、田川の歴史・文化を学べるよう、博物館の教育普及活

動を推進する。 

エ ふるさと田川の貴重な伝統芸能を伝承するため、保存会・学校・地域・関係機関

と連携して後継者の育成に取り組む。 



令和７年度　教育施策方針（案）
（社会教育分野）

【別紙１】
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令和７年度・令和６年度 重点施策等比較表 ※変更点、朱書きで記載

№
施策
№

施策内容 №
施策
№

施策内容

1 29

　校区活性化協議会を中心に、住民が自ら
考え、創意工夫する地域活動を展開し、活
気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指
す

1 29

　校区活性化協議会を中心に、住民が自ら
考え、創意工夫する地域活動を展開し、活
気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指
す

2 30

　市民ニーズに応じた学習機会の充実を図
る
生涯学習の拠点である市民会館及び地域の
公民館を中心に、地域住民の教育・文化活
動や課題解決の場を提供するなど、どこで
も学べる生涯学習環境を整える

2 30

　市民ニーズに応じた学習機会の充実を図
る
生涯学習の拠点である市民会館及び地域の
公民館を中心に、地域住民の教育・文化活
動や課題解決の場を提供するなど、どこで
も学べる生涯学習環境を整える

3 31
　子どもから高齢者までが利用しやすい
「石炭・歴史博物館」「図書館」「美術
館」となるよう充実整備に努める

3 31
　子どもから高齢者までが利用しやすい
「石炭・歴史博物館」「図書館」「美術
館」となるよう整備・充実に努める

1 32
　地域の公民館や校区活性化協議会の活動
を支援することを通して、地域住民の交流
を深め、地域共同体づくりを推進する

1 32
　地域の公民館や校区活性化協議会の活動
を支援することを通して、地域住民の交流
を深め、地域共同体づくりを推進する

2 33

　地域学校協働本部を中心に活動（郷土学
習・部活動支援・登下校の見守り・社会奉
仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や
校区活性化協議会等と連携して取り組む

2 33

　地域学校協働本部を中心に活動（郷土学
習・部活動支援・登下校の見守り・社会奉
仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や
校区活性化協議会等と連携して取り組む

3 34
　新中学校開設の校区再編成に伴う地域活
動活性化事業（校区活性化協議会）を再構
築する

3 34
　新中学校開設の校区再編成に伴う地域活
動活性化事業（校区活性化協議会）を再構
築する

4 35

　学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書
館、美術館等が連携して、教育・文化ボラ
ンティアや文化・歴史等の地域性をいかし
た交流企画を推進し、地域や世代を超えた
交流機会の拡大を図る

4 35

　学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書
館、美術館等が連携して、教育・文化ボラ
ンティアや文化・歴史等の地域性をいかし
た交流企画を推進し、地域や世代を超えた
交流機会の拡大を図る

1 36

　学校・家庭・地域・行政が子どもの安全
確保のための見守りを行うとともに青少年
が地域の一員として、地域活動に参加・貢
献できる地域環境づくりに努める

1 36

　学校・家庭・地域・行政が子どもの安全
確保のための見守りを行うとともに青少年
が地域の一員として、地域活動に参加・貢
献できる地域環境づくりに努める

2 37

　学校・行政・関係機関と連携して、子ど
もが放課後や休日等に安全かつ安心して過
ごすことができる居場所を確保するととも
に全ての子どもの良さ・個性を伸ばし、自
主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づく
りを推進する

2 37

　学校・行政・関係機関と連携して、子ど
もが放課後や休日等に安全かつ安心して過
ごすことができる居場所を確保するととも
に全ての子どもの良さ・個性を伸ばし、自
主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づく
りを推進する

3 38
　学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携
し、家庭の教育力の向上に努める

3 38
　学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携
し、家庭の教育力の向上に努める

1 39

　学校・地域・行政・関係機関が協働で、
互いの違いを認め合い、全ての人が自分ら
しく幸せに生活できる「人権のまちづく
り」を推進する

1 39

　学校・地域・行政・関係機関が協働し、
互いの違いを認め合い、全ての人が自分ら
しく幸せに生活できる「人権のまちづく
り」を推進する

2 40
　差別の不合理や醜さを認識し、心の底か
ら差別をなくしたいという意思と実践力を
もつ市民の育成を目指す

2 40
　差別の不合理や醜さを認識し、心の底か
ら差別をなくしたいという意思と実践力を
もつ市民の育成を目指す

3 41

　「市民一人一人の心に届く教育・啓発」
を推進するために人権問題に主体的・積極
的に取り組む行政職員・教職員の育成を目
指す

3 41

　「市民一人一人の心に届く教育・啓発」
を推進するために、人権問題に主体的・積
極的に取り組む行政職員・教職員の育成に
取り組む

4 42

　部落問題をはじめ、障がい者・女性・子
ども・高齢者・外国人・ハンセン病・性的
指向及び性自認に関する問題等、多様な人
権問題についての研修会を実施する

4 42

　部落問題をはじめ、障がい者・女性・子
ども・高齢者・外国人・ハンセン病・性的
指向及び性自認に関する問題等、多様な人
権問題についての研修会を実施する

令和７年度 令和６年度

重点施策

施策内容

重点施策

施策内容

　何度でも何
歳でもどこで
も学べる生涯
学習環境をつ

くる
【４】

　いつでもど
こでも学べる
生涯学習環境

をつくる

　強い絆で結
ばれた持続可
能な地域共同
体づくりを学
校と共に推進

する
【５】

　強い絆で結
ばれた地域共
同体づくりを
学校と共に推
進する

　社会全体で
子どもを見守
り､一人一人の
子どもの良さ
や個性を伸ば
す地域環境づ
くりを進める

【６】

　社会全体で
子どもを見守
り､一人一人の
子どもの良さ
や個性を伸ば
す地域環境づ
くりを進める

　全ての人の
人権が尊重さ
れる地域社会
づくりを推進

する
【７】

　自分の人権
を守り、他者
の人権を尊重
する地域社会
づくりを推進
する

1



令和７年度・令和６年度 重点施策等比較表 ※変更点、朱書きで記載

№
施策
№

施策内容 №
施策
№

施策内容

令和７年度 令和６年度

重点施策

施策内容

重点施策

施策内容

2 44
　学校・家庭・地域と連携して、子どもた
ちの「運動習慣の育成」及び「体力向上」
に取り組む

2 44
　学校・家庭・地域と連携して、子どもた
ちの「運動習慣の育成」及び「体力向上」
に取り組む

3 45

【新規】その道に秀でた本物との出会い
や体験を通して、夢を持ち、それに向
かって努力するきっかけとなる活動の充
実に努める

4 46
　指定管理者やスポーツ推進委員と連携
し、障がい者スポーツの普及に努める

3 45
　指定管理者やスポーツ推進委員と連携
し、障がい者スポーツの普及に努める

1 47
　子どもから高齢者までが、優れた芸術文
化に触れる機会や自主的な芸術文化活動を
行うことができる環境を整備する

1 46
　子どもから高齢者までが、優れた芸術文
化に触れる機会や自主的な芸術文化活動を
行うことができる環境を整備する

2 48
　学校や文化団体等と連携し、市民の幅広
い芸術文化活動の発表や交流を行い、市民
主導の芸術文化活動を支援する

2 47
　学校や文化団体等と連携し、市民の幅広
い芸術文化活動の発表や交流を行い、市民
主導の芸術文化活動を支援する

3 49
　図書館及び美術館の更なる充実を図り、
新たな文化との出会いの場を提供する

3 48
　図書館及び美術館の更なる充実を図り、
新たな文化との出会いの場を提供する

3 52
　子どもから高齢者までが、田川の歴史・
文化を学べるよう、博物館の教育普及活動
を推進する

3 51
　子どもから高齢者までが、田川の歴史・
文化を学べるよう、博物館の教育普及活動
を推進する

4 53
　ふるさと田川の貴重な伝統芸能を伝承す
るため、保存会・学校・地域・関係機関と
連携して後継者の育成に取り組む

4 52
　故郷田川の貴重な伝統芸能を伝承するた
め、保存会・学校・地域・関係機関と連携
して後継者の育成に取り組む

1 43
　子どもから高齢者まで生涯にわたって、
スポーツを楽しむことができる場を提供す
るとともに、競技人口の拡大に努める

　歴史を受け
継ぐ文化遺産
を保護・活用
し、深く熱い
郷土愛を育む
【１０】

1 50

【変更】田川の石炭産業と人権問題、地
域の歴史・考古・民俗といった幅広い分
野での調査研究を行い、その成果を市民
に還元する

　歴史を受け
継ぐ文化遺産
を保護・活用
し、深く熱い
郷土愛を育む

　生涯にわた
り運動に親し
むスポーツ活
動を充実させ

る
【８】

　生涯にわた
り運動に親し
むスポーツ活
動を充実させ

る

1 43
　子どもから高齢者まで生涯にわたって、
スポーツを楽しむことができる場を提供す
るとともに、競技人口の拡大に努める

　豊かな心を
育む芸術文化
活動を支援す

る
【９】

　豊かな心を
育む芸術文化
活動を支援す
る

1 49

　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴
史・考古・民俗といった幅広い分野での調
査研究を行い、その成果を市民に還元する
倉ヶ原遺跡について、遺跡の特徴・意義を
明らかにし、令和６年度に調査報告書を刊
行する

2 51
【変更】田川の歴史・文化について理解
を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史博
物館の広報を積極的に図る

2 50

　博物館ＤＸの推進を図り、田川の歴史・
文化について理解を深めるため、デジタル
ミュージアムであるＡＲガイド、デジタル
ツイン、ＶＲシアターの実施及び炭坑記録
画のGoogle Arts＆Cultureへの掲載を行う

2



令和７年度重点施策等

№
施策
№

事業内容 目　標（今後の方向性）

1 29

　市内旧８中学校区に設置した活性化協議会の
公民館部会・社会福祉部会・青少年育成部会の
３部会において、公民館活動や青少年健全育成
及び地域福祉に重点を置き、住民自ら考え、創
意工夫に満ちた地域活動を行う。

⑴　８校区における行事参加延べ人数
　　１６，０００人
⑵　８校区における行事延べ開催数
　　１００回

2 30

⑴　市民会館における公民館講座及び人材バン
　ク講座等の開設を行うとともに、ホームペー
　ジ等で情報発信に努める。
⑵　「田川市公民館まつり」の開催

⑴　各種講座等の受講者数
　　６００人（講座数７０講座）
⑵　公民館まつりの参加団体数
　　６０団体

3 31

（図書館運営事業、美術館運営事業、石炭・歴
史博物館運営等事業それぞれの一部）
⑴　博物館では、多様な層が理解できる展示や
　解説を行う。
⑵　図書館では、多様な層が本を利用できる環
　境整備を行う。
⑶　美術館では、多様な層の施設利用を促進す
　る。

⑴　石炭・歴史博物館入館者数
　　２１，０００人／年
⑵　図書館入館者数
　　８８，０９２人／年
⑶　美術館入館者数
　　１６，３４４人／年

1 32

　市内旧８中学校区に設置した活性化協議会の
公民館部会・社会福祉部会・青少年育成部会の
３部会において、公民館活動や青少年健全育成
及び地域福祉に重点を置き、地域活動を支援す
る。

⑴　会長・事務局長合同会議　２回／年
⑵　事務局長会議　４回／年

2 33

⑴　地域住民等の参画による学習支援・体験活
　動（多様な学びの機会の提供）
　　放課後子どもチャレンジ教室等を実施。
⑵　「学校における働き方改革」を踏まえた活
　動（学校支援活動）
　　困難化・複雑化する学校問題に教職員が専
　念できること。また、活動に地域住民が参画
　することによって、地域・学校の連携強化を
　図ることなどを目的に実施。

　地域学校協働活動事業を５校で実施する。
　なお、実施学校においては、コミュニ
ティ・スクールとの一体的推進を学校教育課
と連携し進める。

3 34

　各校区活性化協議会の活動に与える影響及び
新たな課題等について協議を重ね、各校区共通
認識のもと事業のあり方等の検討をするため、
実践発表を行う。

実践発表会　２回／年、２校区／回

4 35

（図書館運営事業、美術館運営事業、石炭・歴
史博物館運営等事業それぞれの一部）
⑴　図書館、美術館、博物館が、各々の企画情
　報を共有し相互に周知を図るとともに、連携
　した企画を実施する。
⑵　企画を実施する中で、関係団体等と連携を
　図りながら、交流（地域、世代、親子等）の
　場を提供する。
⑶　田川郷土研究会及びボランティア団体等の
　特性をいかし、協働した取組をさらに検討す
　る。

⑴　図書館、美術館、博物館によるデジタル
　サイネージを活用した企画情報の相互周知
　の実施　通年
⑵　田川郷土研究会と連携した企画を実施
　　１回
⑶　ボランティア団体による図書館関連事業
　の実施　５件

　社会全体で
子どもを見守
り､一人一人
の子どもの良
さや個性を伸
ばす地域環境
づくりを進め

る
【６】 1 36

⑴　社会教育に関する諮問機関である社会教育
　委員の会議を開催し、社会教育施策などに関
　し諮問等を行う。
⑵　必要に応じ、青少年問題協議会を開催し、
　市の青少年施策等に対して意見聴取する。
⑶　青少年育成連絡協議会と連携し、「少年の
　主張」田川市大会を実施する。
⑷　子どもの安全確保及び青少年の非行防止を
　図るため、まちぐるみ子ども安全連絡会議と
　連携し、以下の取り組みを行う。
　ア　地域と連携し、青色パトロール車パト
　　　カーによる巡回活動を実施する。
　イ　青少年健全育成街頭啓発を実施する。
　ウ　夜間街頭補導を実施する。
⑸　田川地域における将来の地域のリーダーと
　して活躍する人材を育成する田川地域未来の
　地域リーダー育成プログラムを実施する。

⑴　社会教育委員の会議の開催回数
　　３回/年
⑵　必要に応じ、青少年問題協議会を開催
　し、市の青少年施策等に対して意見聴取す
　る。
⑶　「少年の主張」田川市大会参加者数
　　３００人
⑷　まちぐるみ子ども安全連絡会議と連携し
　た取り組みの実施
　ア　青色パトロール車の運行校区数
　　　２校区/日
　イ　青少年健全育成街頭啓発回数　２回/年
　ウ　夜間街頭補導活動回数　２回/月
⑸　田川地域未来の地域リーダー育成プログ
　　ラムにおける田川市の中学生の参加者数
　　７名

施　策

　何度でも何
歳でもどこで
も学べる生涯
学習環境をつ

くる
【４】

　強い絆で結
ばれた持続可
能な地域共同
体づくりを学
校と共に推進

する
【５】

重点施策

学習振興・人権教育係 公民館・スポーツ係 文化係

3



令和７年度重点施策等

№
施策
№

事業内容 目　標（今後の方向性）

施　策
重点施策

学習振興・人権教育係 公民館・スポーツ係 文化係

2 37

⑴　夏休み小学生体験活動（トコナツキッズ・
　トコナツキッズJr.)を実施
⑵　子どもカルタ大会を実施する。
⑶　子ども会育成会連絡協議会との共催事業を
　実施する。ふれあいスポーツ大会、子ども会
　まつり等）
⑷　生涯学習学校開放推進事業を実施する。
⑸　社会教育団体へ補助金を交付する。

⑴　夏休み小学生体験活動参加者数
　　１２５人
⑵　子どもカルタ大会参加人数　２７０人
⑶　子ども会との共催事業に伴う参加人数
　　４００人
⑷　生涯学習学校開放推進事業に係る利用許
　可件数　１２０件
⑸　補助金交付団体数　２団体

3 38

　０歳から１８歳までの子どもの保護者等を対
象に家庭教育力の向上を図るため、家庭教育講
座(田川市社会教育委員の会議との共催）を開
催する。

　家庭教育講座の開催回数　６回、参加者数
２５人/回

1 39

⑴　人権・同和教育推進に関する各種講座等の
　実施
⑵　児童生徒を対象とした人権意識の育成及び
　仲間づくりのための学習等の充実
⑶　広報媒体を活用した取り組みの実施
⑷　公民館・集会所を単位とした識字学級の実
　施
⑸　自動車免許取得解放学級の実施
⑹　子ども会地区学習会や識字学級等で使用す
　る教育集会所の維持管理

⑴　各種講座等の実施
　ア　人権・同和教育中央講座　３回/年
　イ　なるほど人権セミナーたがわ　５回/年
　ウ　これだけは知っておきたい人権基礎講
　　座　２回/年　他
⑵　児童生徒を対象とした学習会等の実施
　ア　子ども会地区学習会（人権学習・教科
　　　学習）開催　通年
　イ　人権フェスタinたがわ　１回/年　他
⑶　啓発パネル展・ＤＶＤの上映等実施
　　通年
⑷　識字学級開催　通年
⑸　自動車免許取得解放学級　５回/年
⑹　教育集会所の補修　必要に応じ適宜実施

2 40

⑴　様々な人権問題についての集合型研修等の
　実施
⑵　様々な人権問題についての出前型講座等の
　実施
⑶　広報媒体を活用した取り組み実施

⑴　集合型研修等の実施
　ア　人権・同和教育中央講座　３回/年
　イ　なるほど人権セミナーたがわ　５回/年
　ウ　これだけは知っておきたい人権基礎講
　　　座　２回/年
⑵　出前型研修等の実施
　ア　校区人権・同和教育講座校区数
　　　８校区
　イ　地区公民館等人権・同和教育講座
　　　通年
　ウ　ＰＴＡ人権・同和教育講座　通年
⑶　啓発パネル展・ＤＶＤの上映等実施
　　通年

3 41

⑴　田川市教育委員会人権・同和問題職員研修
　の実施
⑵　人権・同和教育関係研修会、集会等参加

⑴　田川市教育委員会人権・同和問題職員研
　修の実施
　ア　全体集合研修開催回数　２回/年
　イ　職種別研修開催回数　２回/年（事務局
　　　職員１回、教職員１回）
⑵　人権・同和教育関係研修会、集会等参加
　随時

4 42

⑴　多様な人権問題に関する集合型研修等の実
　施
⑵　多様な人権問題に関する出前型講座等の実
　施

⑴　集合型研修等の実施
　ア　人権・同和教育中央講座　３回/年
　イ　なるほど人権セミナーたがわ　５回/年
　ウ　これだけは知っておきたい人権基礎講
　　座　２回/年
⑵　出前型講座等の実施
　ア　校区人権・同和教育講座　８校区
　イ　地区公民館等人権・同和教育講座
　　　通年
　ウ　ＰＴＡ人権・同和教育講座開催　通年

　社会全体で
子どもを見守
り､一人一人
の子どもの良
さや個性を伸
ばす地域環境
づくりを進め

る
【６】

　全ての人の
人権が尊重さ
れる地域社会
づくりを推進

する
【７】
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令和７年度重点施策等

№
施策
№

事業内容 目　標（今後の方向性）

施　策
重点施策

学習振興・人権教育係 公民館・スポーツ係 文化係

⑴　指定管理による体育施設、合宿施設及び市
　民プールの維持管理運営を行う。(令和４年
　度から令和８年度)
⑵　体育施設におけるスポーツ教室を継続して
　実施する。
⑶　県民スポーツ大会へ参加する。（田川市ス
　ポーツ協会への業務委託）
⑷　市民体育大会を開催する。（田川市スポー
　ツ協会への業務委託）

⑴　施設の改修・改善の実施　１００％
⑵　スポーツ教室の開設　８教室
⑶　県民スポーツ大会へ参加競技数
　　１２競技
⑷　市民体育大会実施競技数　１６競技

　全国大会等へ出場する個人又は団体へ報奨金を
支給する。
【報奨金の額】
・個人：全国規模の大会等　10,000円
　　　　国際規模の大会等　50,000円
・団体：全国規模の大会等　10,000円
　　　　　×人数（上限150,000円）
　　　　国際規模の大会等　50,000円
　　　　　×人数（上限200,000円）

全国大会等出場者への報奨金支給数
個人：１０人、団体：２団体

2 44

⑴　カヌー体験教室（小学４年生から６年生ま
　で）を開催する。
⑵　小学校低学年水泳教室（小学１年生から３
　年生まで）を開催する。
⑶　出前スポーツ講座を実施する。

⑴　カヌー体験教室の開催回数　２回／年
⑵　水泳教室の開催日数　５日間／年
⑶　出前スポーツ講座の実施回数　３回／年

3 45

⑴　様々な競技におけるプロアスリートによる
　スポーツ教室を実施する。
⑵　プロアスリートとのスポーツイベント等を
　実施する。

⑴　プロアスリートによるスポーツ教室の実
　施競技数及び回数　３競技、３回/年
⑵　プロアスリート及びトレーナーによる小
　中学校(12校)訪問運動指導回数 １２回/年
⑶　プロアスリートによるスポーツイベン
　ト（走り方教室、トークショー等）の実施
　回数　４回/年

4 46

⑴　体育施設及び合宿施設指定管理者（田川市
　スポーツ協会）と連携し、障がい者スポーツ
　競技団体の練習及び試合会場としての誘致を
　推進する。
⑵　合宿施設（トレーラーハウス）等バリアフ
　リー施設の活用を図る。
⑶　スポーツ推進委員に対する障がい者スポー
　ツに関する研修会を実施する。

⑴　障がい者スポーツ競技大会の開催
　　１回／年
⑵　合宿施設における障がい者スポーツ団体
　の宿泊回数　１回／年
⑶　スポーツ推進委員研修会の開催
　　１回／年

1 47

⑴　指定管理者制度を活用し、田川文化セン
　ター・田川青少年文化ホールの施設の整備、
　受付のきめ細やかな対応、音響等の専門技術
　者の配置等を行い、利用しやすい環境を構築
　する。また、利用促進に向けて指定管理者と
　連携して取り組む。
⑵　指定管理者の問題点の把握を定期的に行
　い、改善を図るため、モニタリングを実施す
　る。

⑴　市及び文化団体との共催事業の参加者
　　１，５００人
⑵　モニタリング実施回数　１２回/年、現地
　調査実施回数　４回/年

2 48

⑴　市民の芸術文化活動である創作発表会を通
　して団体相互の交流を促進するとともに市民
　文化の高揚を図るため、市民文化祭を開催す
　る。
⑵　地域の芸術文化活動の向上発展に資するた
　め、市内小学校の児童生徒が優れた舞台芸術
　を体験できるよう芸術文化体験事業を実施
　し、関係機関や文化団体等と協力連携して優
　れた舞台芸術、公演等の招聘に努める。
⑶　こども音楽祭を実施することで、市内園
　児、小中学校の児童生徒、高校生、一般市民
　に対して楽器演奏、吹奏楽、合唱等日頃の練
　習成果を発表する場を提供し、園児から大人
　まで相互の音楽交流と発展に努める。
⑷　文化団体の育成を図り、文化活動が市民に
　定着するよう支援し、市民の自主的な芸術
　・文化活動等を奨励するため「田川市文化振
　興基金」の効果的な運用を図る。
⑸　関係団体を支援し、連携強化を図りながら
　地域に受け継がれた伝統文化、特色ある地域
　文化の育成に努めるとともに、参加促進を
　図っていく。

⑴　市民文化祭参加団体（春秋延べ）
　　３０団体
⑵　芸術文化体験事業観覧者
　　６８０人
⑶　こども音楽祭参加団体数　９団体
⑷　文化振興基金奨励事業申請件数　２件

　豊かな心を
育む芸術文化
活動を支援す

る
【９】

1 43

　生涯にわた
り運動に親し
むスポーツ活
動を充実させ

る
【８】
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令和７年度重点施策等

№
施策
№

事業内容 目　標（今後の方向性）

施　策
重点施策

学習振興・人権教育係 公民館・スポーツ係 文化係

　豊かな心を
育む芸術文化
活動を支援す

る
【９】 3 49

⑴　図書館においては、各種講座の開催などに
　よる読書活動の推進や電子図書の普及活動な
　どを行う。
⑵　美術館においては、企画展事業（提案事
　業）の充実や、貸館予約のオンライン化に取
　り組む。
⑶　教育普及事業、学校連携事業等を拡充し、
　市民満足度の更なる向上を図る。

⑴　美術館の企画展（提案事業）入館者数
　　１１，１２０人
⑵　図書館のイベント参加者数
　　２，３７５人
⑶　モニタリング（１２回）、現地調査（４
回）による指定管理者の問題点の把握、改善

⑴　炭坑遺産（山本作兵衛コレクションを含
　む）について、継続的な調査研究や記録保
　存、普及活動を実施し、地域資源としての活
　用を図る。
⑵　博物館に設置した「石炭産業と人権問題研
　究会」により、有識者とともに調査研究を行
　う。成果については、人権の視点に立った博
　物館の展示や解説に活かしつつ、学校教育に
　も活用できるよう検討する。

⑴　調査成果を還元した展覧会等の開催回数
　　２回
⑵　「石炭産業と人権問題研究会」開催
　　２回

⑴　市内文化財の悉皆調査を行うとともに、特
　に重要な文化財については、田川市文化財専
　門委員会へ諮問・答申によって文化財指定し
　て保存する。
⑵　埋蔵文化財をはじめとする博物館収蔵資料
　の再整理を行い、市民等の活用に資する。
⑶　遠賀川流域の古墳・遺跡の同時公開、ま
　た、博物館の展示や講座等に加え、市HP等の
　媒体や案内看板等の整備を通して、文化財の
　普及を関係団体及び個人と連携して実施す
　る。
⑷　史跡保存活用計画に基づき、飯塚市及び直
　方市と連携しながら、国指定史跡である筑豊
　炭田遺跡群（三井田川鉱業所伊田坑跡）の保
　存活用を推進する。

⑴　市内文化財等悉皆調査１地区（金川地
　区）の調査回数５回以上
⑵　埋蔵文化財の再整理　１遺跡
⑶　文化財関連普及活動（遠賀川流域古墳公
　開）延べ参加者数５０人
⑷　筑豊炭田遺跡群を活用した取組実施回数
　　１回

⑴　市内の開発計画に伴う埋蔵文化財事前審査
　を行い、工事内容によっては試掘・確認調査
　を実施して、効果的な現状保存を図る。
⑵　現状保存が図れない場合は、発掘調査（記
　録保存）を実施する。

⑴　試掘・確認調査の実施回数　７回以上

⑴　策定した山本作兵衛コレクションの保存活
　用計画等に沿って、適切な保存・展示環境を
　維持管理するとともに、効果的な保存措置を
　実現するための保存科学的な調査研究を継続
　して行う。
⑵　原画展の開催など、山本作兵衛コレクショ
　ンの効果的な活用を行う。
⑶　山本作兵衛炭坑記録画等を「Ｇｏｏｇｌｅ
　Ａｒｔｓ＆Ｃｕｌｔｕｒｅ」に掲載し、世界
　的な認知度向上を図る。
⑷　友好館（釧路市立博物館・新平溪煤礦博物
　園区）と共同で事業を行い交流を深める。

⑴　企画展開催時の１日来館者平均数
　　７０人
⑵　入館者数のうち外国人数
　　２５０人（令和５年度実績２３８人）
⑶　３館友好館関係事業の実施　１回

⑴　インターネット上に石炭・歴史博物館のデ
　ジタルツインやオンラインで学習できる動画
　やクイズなどを掲載する。
⑵　VRシアター等の疑似炭坑体験によって、田
　川の歴史・文化について関心を高める。

⑴　デジタルツイン、オンライン学習等のサ
　イト閲覧数　１０，０００回
⑵　DXを活用した館内ガイド実施回数
　　８００回
⑶　オンライン講座視聴者とリモート見学者
　　３００人

3 52

⑴　小中学校の博物館見学に対して博物館内外
　の解説を行う。
⑵　子ども向け講座やワークショップといった
　参加型の各種講座等を実施する。
⑶　オンラインを活用した出前授業を実施す
　る。
⑷　田川の歴史と文化を学べる講座を実施す
　る。

⑴　小中学生（社会科見学等）の博物館利用
　者数　４００人
⑵　博物館イベント参加者数
　　２５０人（延べ人数）
⑶　子ども（学校）向け出前授業（オンライ
　ン含む）の開催　２回
⑷　博物館歴史講座の開催　７回

1 50

2 51

　歴史を受け
継ぐ文化遺産
を保護・活用
し、深く熱い
郷土愛を育む

【１０】
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令和７年度重点施策等

№
施策
№

事業内容 目　標（今後の方向性）

施　策
重点施策

学習振興・人権教育係 公民館・スポーツ係 文化係

　歴史を受け
継ぐ文化遺産
を保護・活用
し、深く熱い
郷土愛を育む

【１０】
4 53

⑴　民俗芸能について、補助金の交付や博物館
　講座等の普及活動、また学校等の地域活動と
　連携しながら、伝承活動を支援する。
⑵　各地の祭礼行事等は同時期に実施されるた
　め、継承が危ぶまれる祭礼行事を優先するな
　ど効率的な実態調査に努め、田川郷土研究会
　等の関係団体や専門家、地域等と連携して、
　情報収集、関連文献、ヒアリング調査などの
　悉皆調査を進める。
⑶　伊加利人形芝居（県指定）については、学
　校等での上演を通じた後継者育成、また、用
　具等の適切な保存に向けた支援を行う。

⑴　伝統芸能保持団体補助　５団体
⑵　継承が危ぶまれる民俗文化財調査　３件
⑶　伊加利人形芝居の継承支援（上演、用具
　整備等）　３回

7



⑴ 　８校区における行事参加延べ人数　 １６，０００人

⑵ 　８校区における行事延べ開催数　　　　 　１００回

重点施策 4 　何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる

施策№ 29
　校区活性化協議会を中心に、住民が自ら考え、創意工夫する地域活動
を展開し、活気あふれる「生涯学習まちづくり」を目指す

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　地域活動活性化事業

目　標（今後
の方向性）

事業開始年度 平成 10 年度 令和７年度事業費（予算額） 25,848 千円

目的等

事業内容

　住民自らの企画・運営による創意工夫に満ちた地域活動を展開し、連帯感あふ
れるコミュニティづくりを図る。

　市内旧８中学校区に設置した活性化協議会の公民館部会・社会福祉部会・青少
年育成部会の３部会において、公民館活動や青少年健全育成及び地域福祉に重点
を置き、住民自ら考え、創意工夫に満ちた地域活動を行う。

8



⑴

⑵

⑴ 　各種講座等の受講者数　　　　６００人（講座数：７０講座）

⑵ 　公民館まつりの参加団体数　　６０団体

　「田川市公民館まつり」の開催

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 5,060

　市民会館（中央公民館）は、市民の身近な暮らしや地域社会とつながる活動を
展開し、憩いの場、仲間づくりの場及び地域づくりの場として多彩な役割を果た
す生涯学習の拠点であることから、各種講座等を推進する。
　また、地区公民館は、地域住民の課題解決や学習の場であると同時に、人間関
係を深めるコミュニティの場でもあることから、公民館活動の活性化を図り、活
力ある地域社会の実現を目指す。

　市民会館における公民館講座及び人材バンク講座等の開設を行うととも
に、ホームページ等で情報発信に努める

重点施策 4 　何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる

施策№ 30

　市民ニーズに応じた学習機会の充実を図る
生涯学習の拠点である市民会館及び地域の公民館を中心に、地域住民の
教育・文化活動や課題解決の場を提供するなど、どこでも学べる生涯学
習環境を整える

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　公民館運営事業

事業開始年度
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⑴

⑵ 　図書館では、多様な層が本を利用できる環境整備を行う。

⑶

⑴ 石炭・歴史博物館入館者数　２１，０００人／年

⑵ 図書館入館者数  　    　  ８８，０９２人／年

⑶ 美術館入館者数            １６，３４４人／年

（図書館運営事業、美術館運営事業、石炭・歴史博物館運営等事業それぞれの一
部）

　博物館では、多様な層が理解できる展示や解説を行う。

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 192,267

 幅広い分野の情報を集め、子どもから高齢者までが利用しやすい形で提供する
ことで、新たな文化との出会いの場を提供する活動を行い、人と文化がつながる
ように努める。

　美術館では、多様な層の施設利用を促進する。

重点施策 4 　何度でも何歳でもどこでも学べる生涯学習環境をつくる

施策№ 31
　子どもから高齢者までが利用しやすい「石炭・歴史博物館」「図書
館」「美術館」となるよう充実整備に努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　石炭・歴史博物館、図書館、美術館運営等事業

事業開始年度
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⑴ 　会長・事務局長合同会議　　２回／年

⑵ 　事務局長会議　　　　　　　４回／年

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

平成 10 年度 令和７年度事業費（予算額） 25,848

　住民自らの企画・運営による創意工夫に満ちた地域活動を展開し、連帯感あふ
れるコミュニティづくりを図る。

　市内旧８中学校区に設置した活性化協議会の公民館部会・社会福祉部会・青少
年育成部会の３部会において、公民館活動や青少年健全育成及び地域福祉に重点
を置き、地域活動を支援する。

重点施策 5 　強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 32
　地域の公民館や校区活性化協議会の活動を支援することを通して、地
域住民の交流を深め、地域共同体づくりを推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　地域活動活性化事業

事業開始年度
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　地域学校協働活動事業を５校で実施する。
　なお、実施学校においては、コミュニティ・スクール※２との一体的推進を学
校教育課と連携し進める。

※１　放課後子どもチャレンジ教室
　　　学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみで子どもを育てる体制を整え、特に、家庭
　　における学習習慣の定着や学習意欲の喚起を図るため、市内小学校の放課後において、学
　　習支援及び体験学習を行う活動
※２　コミュニティ・スクール
　　　学校や子どもたちの課題解決に向けて、地域住民が学校運営に参画する制度

千円

目的等

令和 28 年度 令和７年度事業費（予算額） 3,148

　地域と学校の連携・協働の下、幅広い地域住民が参画し、地域全体で学び合
い、未来を担う子どもたちの成長を支え合う地域をつくる。

事業内容

⑴　地域住民等の参画による学習支援・体験活動（多様な学びの機会の提供）
　　放課後や週休日を利用し、学習支援・体験活動などを通じ、家庭における学
　習習慣の定着や学習意欲の喚起、その他にも社会性を身に付けること、放課後
　の居場所となることなどを目的に放課後子どもチャレンジ教室※１等を実施。

⑵「学校における働き方改革」を踏まえた活動（学校支援活動）
　　困難化・複雑化する学校問題に教職員が専念できること。また、活動に地域
　住民が参画することによって、地域・学校の連携強化を図ることなどを目的に
　実施。
　　なお、本事業は、コロナ等の影響により令和２年度から令和４年度まで実施
　を見送っており、令和５年度は、再構築したうえで１校で実施。令和６年度
　からは段階的に実施し、令和９年度までに全９小学校で実施する（令和７年度
　５校、令和８年度７校、令和９年度９校）。

目　標（今後
の方向性）

重点施策 5 　強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 33
　地域学校協働本部を中心に活動（郷土学習・部活動支援・登下校の見
守り・社会奉仕体験活動・放課後学習活動等）を学校や校区活性化協議
会等と連携して取り組む

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　地域学校協働活動事業

事業開始年度
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⑴ 　実践発表会　　　　　　　　２回／年、２校区／回

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

平成 10 年度 令和７年度事業費（予算額） 25,848

　旧８中学校校区ごとに活動してきた校区活性化協議会の活動を新中学校開校後
においても継続し、さらに連帯感あふれるコミュニティづくりを図る。

　各校区活性化協議会の活動に与える影響及び新たな課題等について協議を重
ね、各校区共通認識のもと事業のあり方等の検討をするため、実践発表を行う。

重点施策 5 　強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 34
　新中学校開設の校区再編成に伴う地域活動活性化事業（校区活性化協
議会）を再構築する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　地域活動活性化事業

事業開始年度
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⑴

⑵

⑶

⑴

⑵

⑶

目的等

事業内容

　田川郷土研究会と連携した企画を実施　１回

　ボランティア団体による図書館関連事業の実施　５件

目　標（今後
の方向性）

　文化、歴史等地域性をいかした企画を推進し、地域や世代等を超えた交流機会
の拡大を図る。

　企画を実施する中で、関係団体等と連携を図りながら、交流（地域、世
代、親子等）の場を提供する。

　田川郷土研究会及びボランティア団体等の特性をいかし、協働した取組を
さらに検討する。

　図書館、美術館、博物館によるデジタルサイネージを活用した企画情報の
相互周知の実施　通年

（図書館運営事業、美術館運営事業、石炭・歴史博物館運営等事業それぞれの一
部）

　図書館、美術館、博物館が、各々の企画情報を共有し相互に周知を図ると
ともに、連携した企画を実施する。

担当課：文化生涯学習課

令和７年度事業費（予算額） －

重点施策 5 　強い絆で結ばれた持続可能な地域共同体づくりを学校と共に推進する

施策№ 35
　学校、公民館、石炭・歴史博物館、図書館、美術館等が連携して、教
育・文化ボランティアや文化・歴史等の地域性をいかした交流企画を推
進し、地域や世代を超えた交流機会の拡大を図る

事業開始年度

事務事業 1 　教育・文化ふれあい交流活動の推進

千円平成 28 年度
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※１　社会教育
　　　学校教育、家庭教育を除き、生活のあらゆる機会と場所で行政等が計画的に行う、個人
　　の幸福と社会の発展を図ることを目的とした教育
※２　「少年の主張」田川市大会
　　　中学生が日頃思い考えていること等を自分の言葉で主張し、同世代の人はもとより大人
　　たちにも中学生への理解や関心を深めてもらう機会を作ることを目的に実施

目　標（今後
の方向性）

⑴　社会教育委員の会議の開催回数　３回/年
⑵　必要に応じ、青少年問題協議会を開催し、市の青少年施策等に対して意見聴
　取する。
⑶　「少年の主張」田川市大会参加者数　３００人
⑷　まちぐるみ子ども安全連絡会議と連携した取り組みの実施
　ア　青色パトロール車の運行校区数　２校区/日
　イ　青少年健全育成街頭啓発回数　２回/年
　ウ　夜間街頭補導活動回数　２回/月
⑸　田川地域未来の地域リーダー育成プログラムにおける田川市の中学生の参加
　者数　７名

担当課：文化生涯学習課

1,542 千円

目的等

　社会教育※１の振興や社会問題の解消など社会全体における地域環境づくりに
社会教育の役割が大きくなる中、社会教育に関する諮問機関として社会教育委員
を設置する。
　また、次代を担う青少年の安全と健やかな成長を育むための事業を実施する。

事業内容

⑴　社会教育に関する諮問機関である社会教育委員の会議を開催し、社会教育施
　策などに関し諮問等を行う。
⑵　必要に応じ、青少年問題協議会を開催し、市の青少年施策等に対して意見聴
　取する。
⑶　青少年育成連絡協議会と連携し、「少年の主張」田川市大会※２を実施す
　る。
⑷　子どもの安全確保及び青少年の非行防止を図るため、まちぐるみ子ども安全
　連絡会議と連携し、以下の取り組みを行う。
　ア　地域と連携し、青色パトロール車パトカーによる巡回活動を実施する。
　イ　青少年健全育成街頭啓発を実施する。
　ウ　夜間街頭補導を実施する。
⑸　田川地域における将来の地域のリーダーとして活躍する人材を育成する田川
　地域未来の地域リーダー育成プログラムを実施する。

事業開始年度

重点施策 6
　社会全体で子どもを見守り､一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地
域環境づくりを進める

施策№ 36
　学校・家庭・地域・行政が子どもの安全確保のための見守りを行うと
ともに青少年が地域の一員として、地域活動に参加・貢献できる地域環
境づくりに努める

（不明） 令和７年度事業費（予算額）
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⑴ 　夏休み小学生体験活動（トコナツキッズ・トコナツキッズJr.)※１を実施

する｡

⑵ 　子どもカルタ大会を実施する。

⑶ 　子ども会育成会連絡協議会との共催事業を実施する。

　（親と子のフラワーアレンジメント教室、親と子のとうげい教室、

ふれあいスポーツ大会、子ども会まつり等）

⑷ 　生涯学習学校開放推進事業※２を実施する。

⑸ 　社会教育団体へ補助金を交付する。

⑴ 　夏休み小学生体験活動参加者数　１２５人

⑵ 　子どもカルタ大会参加人数　２７０人

⑶ 　子ども会との共催事業に伴う参加人数　４００人

⑷ 　生涯学習学校開放推進事業に係る利用許可件数　１２０件

⑸ 　補助金交付団体数　２団体

※１　夏休み小学生体験活動（トコナツキッズ・トコナツキッズJr.)
　　　夏休みの期間に日頃体験できない活動を通して「楽しむ・知る・考える」力を養い協調
　　性や自己肯定感を高めることを目的に実施。
　　　なお、トコナツキッズは、小学５年生から６年生を対象、トコナツキッズJr.は小学１年
　　生から４年生を対象に実施している。
※２　生涯学習学校開放推進事業
　　　市内小中学校の施設を生涯学習を行う場所として貸出しを行う。

千円

目的等

事業内容

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 7,998

　子どもたちの生きる力を育むため、生活体験、社会体験、学習活動など地域活
動を推進する。
　市民一人ひとりがその生涯にわたって豊かな人生が送れるようにあらゆる機
会、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切にいかすことの
できる社会の実現を図る。
　学校、家庭、地域での協働の取組強化や青少年活動の発展と育成を目的に活動
している社会教育団体への支援を行う。

目　標（今後
の方向性）

重点施策 6
　社会全体で子どもを見守り､一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地
域環境づくりを進める

施策№ 37

　学校・行政・関係機関と連携して、子どもが放課後や休日等に安全か
つ安心して過ごすことができる居場所を確保するとともに全ての子ども
の良さ・個性を伸ばし、自主性・社会性・郷土愛を育む地域環境づくり
を推進する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　地域活動支援事業、生涯学習事業等

事業開始年度
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千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

平成 28 年度 令和７年度事業費（予算額） 320

　保護者等を対象に、家庭教育に関わる学習の機会や情報を提供し、子どもたち
を健やかに育むための保護者の教育力の向上を図る。

　０歳から１８歳までの子どもの保護者等を対象に家庭教育力の向上を図るた
め、家庭教育講座(田川市社会教育委員の会議との共催）を開催する。

　家庭教育講座の開催回数　６回、　参加者数　２５人/回

重点施策 6
　社会全体で子どもを見守り､一人一人の子どもの良さや個性を伸ばす地
域環境づくりを進める

施策№ 38
　学校・ＰＴＡ・地域・関係機関と連携し、家庭の教育力の向上に努め
る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　家庭教育支援事業

事業開始年度
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目　標（今後
の方向性）

⑴　各種講座等の実施
　ア　人権・同和教育中央講座開催回数　３回/年
　イ　なるほど人権セミナーたがわ開催回数　５回/年
　ウ　これだけは知っておきたい人権基礎講座開催回数　２回/年
　エ　校区人権・同和教育講座開催校区数　８校区
　オ　地区公民館等人権・同和教育講座開催　通年
　カ　ＰＴＡ人権・同和教育講座開催　通年
⑵　児童生徒を対象とした学習会等の実施
　ア　子ども会地区学習会（人権学習・教科学習）開催　通年
　イ　人権フェスタinたがわ開催回数　１回/年
　ウ　小学生リーダー養成研修会、中学生合同研修会開催回数　１回/年
　エ　中学生冬季合同研修会開催回数　１回/年
⑶　啓発パネル展・ＤＶＤの上映等実施　通年
⑷　識字学級開催　通年
⑸　自動車免許取得解放学級開催回数　５回/年
⑹　教育集会所の補修　必要に応じ適宜実施

重点施策 7 　全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する

施策№ 39
　学校・地域・行政・関係機関が協働で、互いの違いを認め合い、全て
の人が自分らしく幸せに生活できる「人権のまちづくり」を推進する

担当課：文化生涯学習課

3,847 千円

目的等
人権教育・啓発に係る各種事業の推進を通して、誰も排除されず居場所や役割
があり、市民一人ひとりの存在が守られ、生きがいを実感できる地域社会の実現
をめざす。

事業内容

⑴　人権・同和教育推進に関する各種講座等の実施
⑵　児童生徒を対象とした人権意識の育成及び仲間づくりのための学習等の充実
⑶　広報媒体を活用した取り組みの実施
⑷　公民館・集会所を単位とした識字学級の実施
⑸　自動車免許取得解放学級の実施
⑹　子ども会地区学習会や識字学級等で使用する教育集会所の維持管理

事業開始年度 （不明） 令和７年度事業費（予算額）

18



千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 2,573

　「人権の学び」の場等の深化・充実を通して、市民の人権意識・人権認識・人
権感覚の高揚を図る。

⑴　様々な人権問題についての集合型研修等の実施
⑵　様々な人権問題についての出前型講座等の実施
⑶　広報媒体を活用した取り組み実施

⑴　集合型研修等の実施
　ア　人権・同和教育中央講座開催回数　　　　　　　　３回/年
　イ　なるほど人権セミナーたがわ開催回数　　　　　　５回/年
　ウ　これだけは知っておきたい人権基礎講座開催回数　２回/年
⑵　出前型研修等の実施
　ア　校区人権・同和教育講座開催校区数　　８校区
　イ　地区公民館等人権・同和教育講座開催　通年
　ウ　ＰＴＡ人権・同和教育講座開催　　　　通年
⑶　啓発パネル展・ＤＶＤの上映等実施　通年

重点施策 7 　全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する

施策№ 40
　差別の不合理や醜さを認識し、心の底から差別をなくしたいという意
思と実践力をもつ市民の育成を目指す

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　人権・同和問題啓発事業

事業開始年度

19



千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 9,696

　人権・同和問題に対する正しい理解と認識を持ち、差別を見抜き、差別を許さ
ない意識を持った行政職員・教職員を育成する

⑴　田川市教育委員会人権・同和問題職員研修の実施
⑵　人権・同和教育関係研修会、集会等参加

⑴　田川市教育委員会人権・同和問題職員研修の実施
　ア　全体集合研修開催回数　２回/年
　イ　職種別研修開催回数　２回/年（事務局職員１回、教職員１回）
⑵　人権・同和教育関係研修会、集会等参加　随時

重点施策 7 　全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する

施策№ 41
　「市民一人一人の心に届く教育・啓発」を推進するために人権問題に
主体的・積極的に取り組む行政職員・教職員の育成を目指す

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　人権・同和教育事業

事業開始年度

20



千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 2,573

　学校、地域、関係機関・団体及び関係課等と連携し、「人権の学び」の深化・
充実を図る。

⑴　多様な人権問題に関する集合型研修等の実施
⑵　多様な人権問題に関する出前型講座等の実施

⑴　集合型研修等の実施
　ア　人権・同和教育中央講座開催回数　　　　　　　　３回/年
　イ　なるほど人権セミナーたがわ開催回数　　　　　　５回/年
　ウ　これだけは知っておきたい人権基礎講座開催回数　２回/年
⑵　出前型講座等の実施
　ア　校区人権・同和教育講座開催校区数　　　　　　　８校区
　イ　地区公民館等人権・同和教育講座開催　　　　　　通年
　ウ　ＰＴＡ人権・同和教育講座開催　　　　　　　　　通年

重点施策 7 　全ての人の人権が尊重される地域社会づくりを推進する

施策№ 42
　部落問題をはじめ、障がい者・女性・子ども・高齢者・外国人・ハン
セン病・性的指向及び性自認に関する問題等、多様な人権問題について
の研修会を実施する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　人権・同和問題啓発事業

事業開始年度
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⑴　

⑵　　体育施設におけるスポーツ教室を継続して実施する。

⑶　　県民スポーツ大会へ参加する。（田川市スポーツ協会への業務委託）

⑷　　市民体育大会を開催する。（田川市スポーツ協会への業務委託）

⑴ 　施設の改修・改善の実施　１００％

⑵ 　スポーツ教室の開設　８教室

⑶ 　県民スポーツ大会へ参加競技数　１２競技

⑷ 　市民体育大会実施競技数　１６競技

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

平成 18 年度 令和７年度事業費（予算額） 69,806

 市民のスポーツ活動の基盤としての役割を担えるよう、体育施設、合宿施設及
び市民プール施設機能の充実等、スポーツ環境を整備し、施設の利用促進やサー
ビス向上を図るために、施設の管理運営を強化する。
　また、本市選手団を結成し、県民スポーツ大会への参加や市民体育大会を開催
することにより、多くの市民のスポーツに親しむ機会の創出を行うことで本市の
競技人口の拡大に導く。

　指定管理による体育施設、合宿施設及び市民プールの維持管理運営を行
う。(令和４年度から令和８年度)

重点施策 8 　生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる

施策№ 43
　子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができ
る場を提供するとともに、競技人口の拡大に努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　社会体育施設運営事業、県民体育大会事業、市民体育大会事業

事業開始年度
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⑴　

⑴　　全国大会等出場者への報奨金支給数　個人：１０人、団体：２団体

目的等

目　標（今後
の方向性）

事業内容

　全国大会等へ出場する個人又は団体へ報奨金を支給する。
　【報奨金の額】
　　・個人：全国規模の大会等　10,000円
　　　　　　国際規模の大会等　50,000円
　　・団体：全国規模の大会等　10,000円×人数（上限150,000円）
　　　　　　国際規模の大会等　50,000円×人数（上限200,000円）

6 年度 令和７年度事業費（予算額） 660 千円

　全国規模の大会に出場する個人又は団体に対し、報奨金を支給することで、本
市における市民の文化活動又はスポーツ活動を奨励し、その振興を図る。

重点施策 8 　生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる

施策№ 43
　子どもから高齢者まで生涯にわたって、スポーツを楽しむことができ
る場を提供するとともに、競技人口の拡大に努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 2 　全国大会等出場報奨金支給事業

事業開始年度 令和
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⑴ 　カヌー体験教室（小学４年生から６年生まで）を開催する。

⑵ 　小学校低学年水泳教室（小学１年生から３年生まで）を開催する。

⑶ 　出前スポーツ講座を実施する。

⑴ 　カヌー体験教室の開催回数　２回／年

⑵ 　水泳教室の開催日数　５日間／年

⑶ 　出前スポーツ講座の実施回数　３回／年

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 14,657

　スポーツ活動は、体力の向上を図るものであるが、少年期においては体力の向
上だけではなく、協調性や責任感等あらゆる感性を養うものであり、多種多様な
活動を通じ、心身の健全育成と体力の向上を図る。

重点施策 8 　生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる

施策№ 44
　学校・家庭・地域と連携して、子どもたちの「運動習慣の育成」及び
「体力向上」に取り組む

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　地域スポーツ活動推進事業

事業開始年度
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⑴ 　様々な競技におけるプロアスリートによるスポーツ教室を実施する。

⑵ 　プロアスリートとのスポーツイベント等を実施する。

　

⑴

⑵ 　プロアスリート及びトレーナーによる小中学校(12校)訪問運動指導回数

⑶

目　標（今後
の方向性）

令和 7 年度 令和７年度事業費（予算額） 14,657

 プロスポーツの試合観戦やプロ選手によるスポーツ教室など、普段体験できな
いトップレベルのスポーツを子どもたちに体験・実感してもらうことで、子ども
たちのやる気や夢を抱き、夢に向かって努力するきっかけづくりなどスポーツを
通じた心身の健全育成を図る。

　プロアスリートによるスポーツ教室の実施競技数及び回数

 　３競技、３回/年

事業開始年度 千円

目的等

事業内容

事務事業 1 　地域スポーツ活動推進事業

重点施策 8 　生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる

施策№ 45
　その道に秀でた本物との出会いや体験を通して、夢を持ち、それに向
かって努力するきっかけとなる活動の充実に努める

　プロアスリートによるスポーツイベント（走り方教室、トークショー等）
の実施回数                          　                    　４回/年

                                                       　  １２回/年　

担当課：文化生涯学習課
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⑴　

⑵　

⑶　

⑴ 　障がい者スポーツ競技大会の開催　１回／年

⑵ 　合宿施設における障がい者スポーツ団体の宿泊回数　１回／年

⑶ 　スポーツ推進委員研修会の開催　１回／年

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

（不明） 令和７年度事業費（予算額） 72,544

　年齢や性別、障がいの有無などに関わらず、全ての人がスポーツを楽しみ互い
を理解し、障がい者スポーツへの関心を高める。

　体育施設及び合宿施設指定管理者（田川市スポーツ協会）と連携し、障が
い者スポーツ競技団体の練習及び試合会場としての誘致を推進する。

　合宿施設（トレーラーハウス）等バリアフリー施設の活用を図る。

　スポーツ推進委員に対する障がい者スポーツに関する研修会を実施する。

重点施策 8 　生涯にわたり運動に親しむスポーツ活動を充実させる

施策№ 46
　指定管理者やスポーツ推進委員と連携し、障がい者スポーツの普及に
努める

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　社会体育施設運営事業、保健体育総務事務費、保健体育振興経費

事業開始年度
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⑴

⑵

⑴

⑵

※ モニタリング
　指定管理者による公の施設の管理運営に関し、法令、条例、協定書、仕様書等で定めてい
る施設の運営や維持管理に関する業務を指定管理者が適切に実施しているかどうか、指定管
理者によって提供されるサービスの水準が市の要求水準を満たしているかどうか等につい
て、指定管理業務の実施状況を点検し評価を行う。

　指定管理者制度を活用し、田川文化センター・田川青少年文化ホールの施
設の整備、受付のきめ細やかな対応、音響等の専門技術者の配置等を行い、
利用しやすい環境を構築する。また、利用促進に向けて指定管理者と連携し
て取り組む。

目　標（今後
の方向性）

昭和 49・54 年度 令和７年度事業費（予算額） 42,705

　子どもから高齢者までが自主的な文化芸術活動を行うことができる環境を提供
し、市民の芸術を愛する心を育て、豊かな情操を養う。

　市及び文化団体との共催事業の参加者  １，５００人

　モニタリング実施回数　１２回/年、現地調査実施回数　４回/年

　指定管理者の問題点の把握を定期的に行い、改善を図るため、モニタリン

グ
※
を実施する。

千円

目的等

事業内容

重点施策 9 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する

施策№ 47
　子どもから高齢者までが、優れた芸術文化に触れる機会や自主的な芸
術文化活動を行うことができる環境を整備する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　文化センター・青少年文化ホール運営事業

事業開始年度
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⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑴

⑵

⑶

⑷

事業内容

　市民の芸術文化活動である創作発表会を通して団体相互の交流を促進する
とともに市民文化の高揚を図るため、市民文化祭を開催する。

　文化団体の育成を図り、文化活動が市民に定着するよう支援し、市民の自
主的な芸術 ・文化活動等を奨励するため「田川市文化振興基金」の効果的な
運用を図る。

　関係団体を支援し、連携強化を図りながら地域に受け継がれた伝統文化、
特色ある地域文化の育成に努めるとともに、参加促進を図っていく。

目　標（今後
の方向性）

　市民文化祭参加団体（春秋延べ）　３０団体

　芸術文化体験事業観覧者　　　　　６８０人

　こども音楽祭参加団体数　　　　　　９団体

　文化振興基金奨励事業申請件数　　　　２件

昭和 58 年度 令和７年度事業費（予算額） 1,784

目的等
　学校や文化団体等と連携して、優れた文化芸術に触れる機会や文化活動に参加
できる機会を作ることで、市民の芸術を愛する心を育て、豊かな情操を養う。

　地域の芸術文化活動の向上発展に資するため、市内小学校の児童生徒が優
れた舞台芸術を体験できるよう芸術文化体験事業を実施し、関係機関や文化
団体等と協力連携して優れた舞台芸術、公演等の招聘に努める。

　こども音楽祭を実施することで、市内園児、小中学校の児童生徒、高校
生、一般市民に対して楽器演奏、吹奏楽、合唱等日頃の練習成果を発表する
場を提供し、園児から大人まで相互の音楽交流と発展に努める。

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　文化振興事業

事業開始年度 千円

重点施策 9 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する

施策№ 48
　学校や文化団体等と連携し、市民の幅広い芸術文化活動の発表や交流
を行い、市民主導の芸術文化活動を支援する
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⑴

⑵

⑶

⑴

⑵

⑶目　標（今後
の方向性）

千円

目的等

事業内容

　市民の教育、学術及び文化の向上に資するため、
　図書館においては、図書、記録その他必要な資料を収集、整理、保存して市民
に利用してもらうとともに、教養、調査研究、レクリエーション等に資する取組
を実施する。
　美術館においては、優れた芸術文化を鑑賞する機会や文化活動に参加できる機
会を提供し、市民が心豊かな質の高い生活を送れるよう取組を実施する。

　図書館においては、各種講座の開催などによる読書活動の推進や電子図書
の普及活動などを行う。

　美術館においては、企画展事業（提案事業）の充実や、貸館予約のオンラ
イン化に取り組む。

　教育普及事業、学校連携事業等を拡充し、市民満足度の更なる向上を図
る。

　美術館の企画展（提案事業）入館者数　　１１，１２０人

　図書館のイベント参加者数　　　　　　　　２，３７５人

　モニタリング（１２回）、現地調査（４回）による指定管理者の問題点の
把握、改善

1 　図書館運営事業、美術館運営事業

事業開始年度 平成 3 年度 令和７年度事業費（予算額） 146,807

担当課：文化生涯学習課

事務事業

重点施策 9 　豊かな心を育む芸術文化活動を支援する

施策№ 49
　図書館及び美術館の更なる充実を図り、新たな文化との出会いの場を
提供する
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⑴

⑵

⑴

⑵

　炭坑遺産（山本作兵衛コレクションを含む）について、継続的な調査研究
や記録保存、普及活動を実施し、地域資源としての活用を図る。

　博物館に設置した「石炭産業と人権問題研究会」により、有識者とともに
調査研究を行う。成果については、人権の視点に立った博物館の展示や解説
に活かしつつ、学校教育にも活用できるよう検討する。

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

令和 元 年度 令和７年度事業費（予算額） 32

　博物館のテーマである石炭産業史について、炭坑遺産(山本作兵衛コレクショ
ンを含む）や人権問題などの調査研究を継続的に行い、市民や博物館利用者等へ
成果を還元する。

　調査成果を還元した展覧会等の開催回数　２回

　「石炭産業と人権問題研究会」開催　２回

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 50
　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い
分野での調査研究を行い、その成果を市民に還元する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　世界記憶遺産保存・活用等事業

事業開始年度
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⑴

⑵

⑶ 　文化財関連普及活動（遠賀川流域古墳公開）延べ参加者数５０人

⑷ 　筑豊炭田遺跡群を活用した取組実施回数　１回

　埋蔵文化財の再整理　１遺跡

※１　文化財
　　　長い歴史の中で生まれ、育まれ、守り伝えられてきた有形・無形の遺産のこと

※２　文化財等の悉皆調査
　　　有形・無形等の種別を問わず、あらゆる文化財等を把握する調査のこと

※３　指定文化財
　　　価値が高い文化財として、国・県・市が指定するもの

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 50
　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い
分野での調査研究を行い、その成果を市民に還元する

担当課：文化生涯学習課

事務事業 2 　文化財保存・活用等事業

事業開始年度 昭和 57 年度 令和７年度事業費（予算額） 5,028 千円

事業内容

目　標（今後
の方向性）

目的等

　市内に現存するあらゆる文化財
※１

等の悉皆調査
※２

を行い、特に重要な文化財
については、「田川市文化財保護条例」に基づき指定して保護に努めるととも

に、国・県・市指定文化財
※３

を中心に、文化財を学校教育や生涯学習、あるい
は観光資源や学術資料として、活用と普及を図る。

⑴　市内文化財の悉皆調査を行うとともに、特に重要な文化財については、田川
　市文化財専門委員会へ諮問・答申によって文化財指定して保存する。
⑵　埋蔵文化財をはじめとする博物館収蔵資料の再整理を行い、市民等の活用に
　資する。
⑶　遠賀川流域の古墳・遺跡の同時公開、また、博物館の展示や講座等に加え、
　市HP等の媒体や案内看板等の整備を通して、文化財の普及を関係団体及び個人
　と連携して実施する。
⑷　史跡保存活用計画に基づき、飯塚市及び直方市と連携しながら、国指定史跡
　である筑豊炭田遺跡群（三井田川鉱業所伊田坑跡）の保存活用を推進する。

　市内文化財等悉皆調査１地区（金川地区）の調査回数５回以上
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⑴

⑵

⑴

担当課：文化生涯学習課

事務事業 3 　埋蔵文化財発掘調査事業

事業開始年度 昭和 57 年度 令和７年度事業費（予算額） 3,000

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 50
　田川の石炭産業と人権問題、地域の歴史・考古・民俗といった幅広い
分野での調査研究を行い、その成果を市民に還元する

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

　文化財保護法等の趣旨に基づき、埋蔵文化財※の適切な保存に努める。開発で
消滅する埋蔵文化財については、記録保存を目的とした発掘調査を実施する。

　市内の開発計画に伴う埋蔵文化財事前審査を行い、工事内容によっては試
掘・確認調査を実施して、効果的な現状保存を図る。

　現状保存が図れない場合は、発掘調査（記録保存）を実施する。

試掘・確認調査の実施回数　７回以上

※　埋蔵文化財
　　土地に埋蔵されている文化財を「埋蔵文化財」といい、具体的には貝塚、古墳、住居跡、
　城跡などの「遺跡」と、それらに含まれる土器、石器、鉄器、木器などの「遺物」を指す。
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⑴

⑵

⑶

⑷

⑴

⑵

⑶目　標（今後
の方向性）

　企画展開催時の１日来館者平均数　７０人

　入館者数のうち外国人数　２５０人（令和５年度実績２３８人）

  ３館友好館関係事業の実施　１回

1,364

　市博物館が所蔵する山本作兵衛コレクションの適切な保存・展示環境を維持管
理する。また、当該コレクションのさらなる活用により、世界的な認知度向上を
図る。

千円

　友好館（釧路市立博物館・新平溪煤礦博物園区）と共同で事業を行い交流
を深める。

担当課：文化生涯学習課

事業内容

　策定した山本作兵衛コレクションの保存活用計画等に沿って、適切な保
存・展示環境を維持管理するとともに、効果的な保存措置を実現するための
保存科学的な調査研究を継続して行う。

目的等

　原画展の開催など、山本作兵衛コレクションの効果的な活用を行う。

　山本作兵衛炭坑記録画等を「Ｇｏｏｇｌｅ　Ａｒｔｓ＆Ｃｕｌｔｕｒｅ」
に掲載し、世界的な認知度向上を図る。

事務事業 1 　世界記憶遺産保存・活用等事業

事業開始年度 平成 24 年度 令和７年度事業費（予算額）

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 51
　田川の歴史・文化について理解を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史
博物館の広報を積極的に図る
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⑴

⑵

⑴

⑵

⑶ 　オンライン講座視聴者とリモート見学者　３００人

目的等

目　標（今後
の方向性）

事業内容

　デジタルミュージアム（デジタルツイン※１、VR※２シアター、オンライン学習
等）を活用し、田川の歴史・文化について理解を深める。

　インターネット上に石炭・歴史博物館のデジタルツインやオンラインで学
習できる動画やクイズなどを掲載する。

　VRシアター等の疑似炭坑体験によって、田川の歴史・文化について関心を
高める。

　デジタルツイン、オンライン学習等のサイト閲覧数　１０，０００回

　DXを活用した館内ガイド実施回数　８００回

※１　デジタルツイン
　　　現実の空間データをインターネット上で双子のように再現するデジタル技術。
※２　VR（仮想現実）
　　　バーチャル（仮想）な空間などを現実のように疑似体験できるデジタル技術。

5 年度 令和７年度事業費（予算額） ― 千円

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 51
　田川の歴史・文化について理解を深めるため、ＤＸ化した石炭・歴史
博物館の広報を積極的に図る

担当課：文化生涯学習課

事務事業 2 　石炭・歴史博物館運営等事業

事業開始年度 令和
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⑴ 　小中学校の博物館見学に対して博物館内外の解説を行う。

⑵

⑶

⑷

⑴

⑵

⑶

⑷ 　博物館歴史講座の開催　７回

事業内容

　子ども（学校）向け出前授業（オンライン含む）の開催　２回

事業開始年度

目的等

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　石炭・歴史博物館運営等事業

目　標（今後
の方向性）

　小中学生（社会科見学等）の博物館利用者数　４００人

　博物館イベント参加者数　２５０人（延べ人数）

　オンラインを活用した出前授業を実施する。

千円

　子ども向け講座やワークショップといった参加型の各種講座等を実施す
る。

平成 24 年度 令和７年度事業費（予算額） 45,460

　学校や関係団体等と連携して、田川の歴史と文化を子どもから高齢者までが学
べる機会を設けるとともに、次世代の歴史と文化の担い手を育成する。

　田川の歴史と文化を学べる講座を実施する。

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 52
　子どもから高齢者までが、田川の歴史・文化を学べるよう、博物館の
教育普及活動を推進する
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⑴

⑵

⑶

⑴

⑵ 　継承が危ぶまれる民俗文化財調査　３件

⑶ 　伊加利人形芝居の継承支援（上演、用具整備等）　３回

　民俗芸能について、補助金の交付や博物館講座等の普及活動、また学校等
の地域活動と連携しながら、伝承活動を支援する。

　各地の祭礼行事等は同時期に実施されるため、継承が危ぶまれる祭礼行事
を優先するなど効率的な実態調査に努め、田川郷土研究会等の関係団体や専
門家、地域等と連携して、情報収集、関連文献、ヒアリング調査などの悉皆
調査を進める。

千円

目的等

事業内容

目　標（今後
の方向性）

昭和 57 年度 令和７年度事業費（予算額） 302

　近年の社会情勢の変化とコロナ禍により､継承が危ぶまれる郷土の民俗文化財※

について、伝承と後継者の育成及び普及活動を行う。

　伊加利人形芝居（県指定）については、学校等での上演を通じた後継者育
成、また、用具等の適切な保存に向けた支援を行う。

　伝統芸能保持団体補助　５団体

重点施策 10 　歴史を受け継ぐ文化遺産を保護・活用し、深く熱い郷土愛を育む

施策№ 53
　ふるさと田川の貴重な伝統芸能を伝承するため、保存会・学校・地
域・関係機関と連携して後継者の育成に取り組む

担当課：文化生涯学習課

事務事業 1 　文化財保存・活用等事業

事業開始年度
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継続課題及びその他関連事業 【文化生涯学習課】

⑴ 　学習振興・人権教育係

ア 　学習振興分野

　生涯学習学校開放推進事業の運営の充実

　地域学校協働活動事業（放課後子どもチャレンジ教室等）の推進

イ 　人権教育分野

　社会参加促進支援事業（識字学級）に対する支援

　田川市人権・同和教育研究協議会に対する支援及び連携

　老朽化した教育集会所の改修

⑵ 　公民館・スポーツ係

ア 　校区活性化協議会

　地域住民による地域活動の活性化及び啓発活動に対する支援

　子どもの安心・安全を守る活動に対する支援

イ 　中央公民館（市民会館）活動

　人材バンク事業及び公民館講座の推進

　公民館まつりに対する支援

　中央公民館施設の改修及び機能の充実

ウ 　地区公民館活動

　地区公民館建設（増築・改修を含む。）助成措置

　公民館連絡協議会との連携

エ 　生涯スポーツの普及振興

　生涯スポーツ（ニュースポーツ及び障がい者スポーツ等）の普及振興

　少年スポーツ（カヌー体験教室及び水泳教室）活動の実施

　市民体育大会の開催や福岡県民スポーツ大会への参加に対する支援

　体育施設等の改修

　全国大会等に出場する個人又は団体に対し、報奨金を支給

　プロスポーツ体験事業（スポーツ教室・試合観戦等）の実施

⑶ 　文化係

ア 　田川市石炭・歴史博物館

　ユネスコ「世界の記憶」である「山本作兵衛コレクション」の適切な保存活用

　魅力ある企画の実施及び施設利用の促進

　地域の歴史文化の担い手としての子ども学芸員の育成

　ＤＸを活用した魅力ある博物館機能の向上

　国内外の炭鉱関係博物館等との連携及び交流の推進

　長寿命化計画に沿った適切な施設維持

イ 　田川市立図書館、田川市美術館、田川文化センター・田川青少年文化ホール

 (ｴ)

 (ｵ)

　(ｶ)

 (ｴ)

 (ｵ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ)

(ｶ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｱ) 　市民の人権意識・人権認識・人権感覚をさらに高めるための教育・啓発のあり
方の研究

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｴ)

 (ｱ)

 (ｲ)

 (ｳ) 田川地域未来の地域リーダー育成プログラムの実施に伴う関係機関との連携
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　各施設の長寿命化計画に沿った適切な施設維持

ウ 　文化財

　埋蔵文化財の保存活用推進

　市内文化財悉皆調査の促進

 (ｲ)

 (ｱ) 　史跡筑豊炭田遺跡群保存活用計画に基づく適切な保存活用(追加指定の検討を
含む)

 (ｲ)

 (ｳ)

 (ｱ) 　市民サービスの向上を図るための指定管理者の企画力及び営業力を活用した施
設運営
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令和６年度田川市社会教育委員活動報告
会議名・研修会名 会場等 概要 備　考

6月26日 水
福岡県市町村社会教育
委員新任者研修会

福岡県立社会教育
総合センター（篠栗
町）
10：20～16：00

新たに委嘱された社会教育委員等を対象に、社会教育委員の役割
や担当する社会教育の課題等についての研修を行い、生涯学習社
会の実現に向けた社会教育活動の推進を図ることを目的に開催。
主催：福岡県社会教育委員連絡協議会
【内容】
●説明：「福岡県内における社会教育委員の現状」
●実践発表：「うきは市における社会教育の取組」
●講話：「これからの時代に求められる社会教育委員の役割」
●演習：「レッツ、アクション！わたしたちにできること」

公用車利用

7月22日 月
福岡県社会教育委員連
絡協議会
第１回理事会・評議員会

福岡リーセントホテ
ル

福岡県社会教育委員連絡協議会は、福岡県内全ての社会教育委
員の資質向上等を目的に研修会の実施、社会教育委員の活動に
関する情報の収集や提供を行うため設置。
【内容】
●前年度事業・決算・会計監査報告
●今年度事業計画及び予算等

会長参加

7月23日 火
第1回
社会教育委員の会議

田川市民会館
15：30～

●文化生涯学習課所管事業の報告
●活動計画について
●家庭教育講座案の検討　他

書面開催
第2回
社会教育委員の会議

田川市民会館
15：00～

●家庭教育講座案の検討　他

10月21日 月

筑豊教育事務所管内市
町村教育委員・社会教育
委員等人権・同和教育研
修会

夢サイトかほ
13：40～16：30

福岡県人権教育・啓発基本指針の趣旨に基づいた研修を通して、
学校教育・社会教育における人権・同和教育啓発上の諸問題につ
いて理解し、市町村における人権・同和教育行政の推進に役立てる
ことを目的に開催。
主催：筑豊教育事務所
【内容】
●筑豊教育事務所事業説明
「本県における人権・同和教育の推進」
●講演
「子どもの権利と子どもの声を聴くこと」
公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
松山 晶 氏

公用車利用

10月31日 木
福岡県社会教育研究大
会

そぴあしんぐう（新宮
町）
10：00～15：10

各地域における社会教育の振興を担う社会教育委員としての役割
を再度確認し、地域づくりにつながる仕掛けについて事例を通して
学ぶことで、福岡県の社会教育の充実と振興につなげることを目的
に開催。
主催：福岡県社会教育委員連絡協議会
【内容】
●表彰式「福岡県社会教育委員連絡協議会表彰（功労者表彰）」
●講演
「『街なか学園祭』から考える学校地域連携の基盤と社会教育の可
能性」
学校法人嶋田学園 飯塚高等学校 常務理事 嶋田 吉朗 氏
●トークセッション
「地域活性化に向けて社会教育が担う役割や可能性」
学校法人嶋田学園 飯塚高等学校 常務理事 嶋田 吉朗 氏
国立大学法人福岡教育大学 理科教育研究ユニット 教授 伊藤 克
治 氏
全国社会教育委員連合会 副会長 大島 まな 氏

公用車利用

1月30日 木
筑豊地区市町村社会教
育委員研修会

桂川町住民センター
14：00～17：00

筑豊地区の社会教育委員の資質向上・連携強化等を目的に筑豊地
区合同で開催している研修会（担当市町は輪番制）。
例年、研修会の内容については、担当市町が提案し、市町村社会
教育委員の代表者で構成した実行委員会（年3回：会長参加）で決
定。
主催：筑豊地区市町村社会教育委員研修会実行委員会
【内容】
●講演
　「地域で考える子どものトータルヘルスケア
～小児科医からみた筑豊地区の子どもの現状～」
講師：Children First FUKUOKA 代表 田中 祥一朗 氏
●グループワーク
　「地域の子どもを守るために社会教育委員ができること」

公用車利用

2月27日
第3回
社会教育委員の会議

田川市民会館
15：00～

●次年度教育施策方針の意見聴取
●今年度活動報告　他

3月中 社会教育委員研修視察
田川石炭・歴史博物
館

今年度、田川石炭・歴史博物館でデジタルミュージアムが開館。デ
ジタル技術を使い、博物館をインターネット上で再現するなど従来と
は異なる新しい学びが提供されている。

公用車利用

日　程

【別紙２】



令和６年度田川市社会教育委員活動報告
家庭教育講座

概要 備　考

6月29日 土

会場：田川市民会館　14：00～15：45
内容：子どもの病気にかかりにくい体づくり、大人になってからの人
生を若々しく健康に送られるよう生活面でのポイント等（いわゆるア
ンチエイジング）について理解してもらう。

7月21日 日

会場：伊田小学校　10：30～12：00
内容：水の事故が増えている中、水の怖さや水害対策の予防方法
等を講演・実技（着衣泳）を交え理解してもらう。

9月16日 月

会場：田川市民会館　10：00～11：30
お話をヴァイオリンやピアノで表現した親子参加型の講座。親子で
一緒に体験してもらう。

11月16日 土

会場：田川市民会館　10：00～11：45
アレルギーを 起こす原因はさまざま・・・身近なアレルギーについて
学び、アレルギーを知ることでできる対策等を理解してもらう。

12月14日 土

会場：田川市民会館　10：00～11：45
元給食調理師さんによる学校給食についてのお話。
今の学校給食をとおして、見えてくるものとは何か？
子どももできる簡単レシピを教えます。

3月29日 土

会場：田川市民会館　10：00～11：50
私たち大人が思う以上に、子どもたちは「性」に対する悩みを抱え、
親にも相談できず苦しんでいる。思春期は特に心身ともに大きな変
化を迎える時期であり、性や人間関係、SNSなどの問題に直面する
ことも少なくもない。そのような中、子どもたちが健やかに成長する
ために、大人として、親として、私たちができることを学ぶ機会とす
る。

日　程 回数・講師等
第1回
題名：「輝くパパ・ママになるための身体と心の
ケア　〜アンチエイジング戦略〜」
講師：田中整形外科医院医院長　田中　秀　さ
ん

第2回
題名：「予防しよう！水の事故」
実技：「体験！着衣で水の中」
講師：田川地区消防本部　救急救命士　中島
貴秋　さん

第3回
題名：えほんムジーク
〜音楽でおはなしの世界をつくろう！！〜
講師：宮原　絵理　さん（ヴァイオリン）
　　　　馬渡　英子　さん（ピアノ）

第4回
題名：まだまだ続きます。アレルギーのお話！
〜こんな 身近な アレルギー が ありますよ 〜
講師：ささきこどもクリニック 院長 佐々木 宏和
さん

第5回
題名：給食調理師さんの経験から学ぶ
～自立できる子どもを育てる～
講師：田川市教育委員会 教育総務課
　　　　学校給食係 池田 智子 さん

第6回
題名：子ども達の性の成長を支えられる大人に
なる
～今日から実践できる性教育～
講師
下関市立大学 新学部設置準備室
　　石村 美由紀さん
福岡県プレコンセプションケアセンター
　コーディネーター　佐藤 繭子さん
出張専門助産院 -唯-
　院長 道園 亜希さん
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